
5.項目表示作成マニュアル 

＜注意＞ 

１．異なる           には、独立に 2021,2019,2016 のいずれかが入ります。 

  更に、これとは独立して、異なる  には独立に１，２，３のいずれかが入ります。 

   また、   には１，２，３，４のいずれかが入ります。 

 ２．例えば、      CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

      において、      が 2021 で  が２の場合には、ファイル 

      2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm 

   を表します。 

４．実際のそれぞれの説明では、２０２１版３台の各ファイルを用いて説明していきます。 

 ５．ファイル 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 

   および 

   ファイル 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

   には、入力シートの行数追加・削除に関するマクロ機能はありません。 

 

 

＜目次＞ 

１．ファイル 

CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5 

 

２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10 

 

3．ファイル 

CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16 

 

4．ファイル 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P21 

 



5．ファイル 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P28 

 

6．ファイル 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P36 

 

7．ファイル 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P44 

 

8．ファイル 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P51 

 

9．ファイル 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P58 

 

10．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P65 

 

11．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P75 

 

1２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P87 

 

 

 

 



13．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P93 

 

14．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P98 

 

15．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P103 

 

16．ファイル 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm  

調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ    台リリース版 

サンプル）.xlsm  

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P110 

 

17．ファイル 

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm  

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリー 

ス版）.xlsm  

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P119 

18．ファイル 

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P125 

 

19．ファイル 

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P135 

 

20．ファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.   )Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.   )Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P148 

   ＜注意＞下の「21」の部分と併せてご覧ください。 

 

 



21．項目表示入力に伴う CV-DataBaseMonster の４個１２組のセットファイル 

  ３組のセットファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1 試用版.xlsm  

９組のセットファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

    （ここでは、冒頭の＜注意＞1.にかかわらず、上の各組の４個のセットファイルにおいては、異なる 

         には同時に 2016，2013，2010 のいずれかが入り、これとは独立に、異なる  には同時に１， 

２，３のいずれかが入ります。）のシート「４結合ファイル作成コピー用」の表示の変化等について：・・・P161 

  ＜注意＞上の「20」の部分と併せてご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．ファイル 

CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします

が、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図 1]の画面になります。 

 

[図 1] 

 

 

上の[図 1]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図２]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図２] 

 

 

上の[図２]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセル

の背景色をなしに設定すると次の[図３]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくださ

い。 

 

 [図３] 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図４]の画面からその次の[図５]の

画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図４] 

 

 

[図５] 

 

 



上の[図５]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出しを

表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置タ

ブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見やす

くしたのが次の[図６]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 [図６] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図４]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写

のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して

変化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図７]の

画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図８] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の

表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高

校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することも

できます。 

 

 

 

 



[図７] 

 

 

[図８] 

 

 

 

 

 



２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします

が、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図９]の画面になります。 

 

[図９] 

 

 

上の[図９]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図１０]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０] 

 

 

上の[図１０]の画面の図形 で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセル

の背景色をなしに設定すると次の[図１１]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１１] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１２]の画面からその次の 

[図１３]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図１２] 

 

 



[図１３] 

 

 

上の[図１３]の画面のフィールド名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図１４]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１４] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１２]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１５]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１６] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５] 

 

 

[図１６] 

 

 

 

 

 



3．ファイル 

CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ   台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします

が、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図１７]の画面になります。 

 

[図１７] 

 

 

上の[図１７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されてつぎの[図１８]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８] 

 

 

上の[図１８]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ

ルの背景色をなしに設定すると次の[図１９]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくだ

さい。 

 

[図１９] 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図２０]の画面からその次の 

[図２１]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図２０] 

 

 

[図２１] 

 

 



上の[図２１]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易

くしたのが次の[図２２]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

[図２２] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図２０]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写

のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して

変化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図２３]

の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図２４] の画面の状況に変わっていることが確認で

きます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA

１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示する

こともできます。 

 

 

 

 

 



[図２３] 

 

 

[図２４] 

 

 

 

 

 



4．ファイル 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図２５]の画面になります。 

 

[図２５] 

 

 

上の[図２５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図２６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２６] 

 

 

次の[図２７]において、 

図形 で囲まれた部分の各セルは、デフォルトのシート名「入力 AA1」の表部分の項目２００個を入力する

ためのものです。また、 

図形 で囲まれた部分の各セルは、デフォルトのシート名「入力 AA2」の表部分の項目２００個を入力する

ためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２７] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図２８]をご覧ください。 

 

[図２８] 

 

 

上の[図２８]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ



ルの背景色をなしに設定すると次の[図２９]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくだ

さい。 

 

 [図２９] 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図３０]の画面からその次の 

[図３１]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図３０] 

 

 

[図３１] 

 

 

上の[図３１]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易



くしたのが次の[図３２]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図３２] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図３０]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図３３]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図３４] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図３３] 

 

 

[図３４] 

 

 

 

 

 



5．ファイル 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします

が、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図３５]の画面になります。 

 

 [図３５] 

 

 

上の[図３５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図３６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図３６] 

 

上の[図３６]の画面に加工を加えて図形 を表示したのが次の[図３７]の画面です。 

 

[図３７] 

 

 



上の[図３７]の画面では図形 内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル

範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

次の[図３８]において、デフォルトの入力シート名に対するセルの項目表示の範囲を示します。なお、デフォルトの

入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範

囲に変わります。 

 

  [図３８] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図３９]の画面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA3」の表における各項目の入力範囲



 [図３９] 

 

 

上の[図３９]の画面の図形 で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセル

の背景色をなしに設定すると次の[図４０]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図４０] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図４１]の画面からその次の 

[図４２]の画面ように変わり、シートのフィールド名が設定されます。 

 

[図４１] 

 

 



[図４２] 

 

 

上の[図４２]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易

くしたのが次の[図４３]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図４３] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図４０]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図４４]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図４５] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図４４] 

 

 

 [図４５] 

 

 

 

 

 



6．ファイル 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします

が、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図４６]の画面になります。 

 

[図４６] 

 

 

上の[図４６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図４７]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図４７] 

 

 

上の[図４７]の画面に加工を加えて図形 を表示したのが次の[図４８]の画面です。 

 

[図４８] 

 

 



上の[図４８]の画面では図形 内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル

範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

次の[図４９]において、デフォルトの入力シート名に対するセルの項目表示の範囲を示します。なお、デフォルトの

入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範

囲に変わります。 

 

[図４９] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図５０]の画面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA4」の表における各項目の入力範囲



 [図５０] 

 

 

上の[図５０]の画面の図形 で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセル

の背景色をなしに設定すると次の[図５１]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５１] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図５２]の画面からその次の 

[図５３]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図５２] 

 

 



[図５３] 

 

 

上の[図５３]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易

くしたのが次の[図５４]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５４] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図５１]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図５５]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図５６] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５５] 

 

 

[図５６] 

 

 

 

 

 



7．ファイル 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

すが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次の

[図５７]の画面になります。 

 

[図５７] 

 

 

上の[図５７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図５８]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図５８] 

 

 

上の[図５８]の画面に加工を加えて図形            を表示したのが次の[図５９]の画面です。 

 

[図５９] 

 

 

上の[図５９]の画面では図形             内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされた



セル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

次の[図６０]において、デフォルトの入力シート名に対するセルの項目表示の範囲を示します。なお、デフォルトの

入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範

囲に変わります。 

 

 [図６０] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図６１]の画面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA5」の表における各項目の入力範囲



[図６１] 

 

 

上の[図６１]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ

ルの背景色をなしに設定すると次の[図６２]の画面のようになります。 

 

 [図６２] 

 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図６３]の画面からその次の 

[図６４]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図６３] 

 

 

[図６４] 

 

 



上の[図６４]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易

くしたのが次の[図６５]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図６５] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図６３]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図６６]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図６７] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 



 [図６６] 

 

 

[図６７] 

 

 

 

 

 



8．ファイル 

V-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

すが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図６８]の画面になります。 

 

[図６８] 

 

 

上の[図６８]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図６９]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図６９] 

 

 

上の[図６９]の画面に加工を加えて図形 を表示したのが次の[図７０]の画面です。 

 

[図７０] 

 

 



上の[図７０]の画面では図形 内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル

範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

次の[図７１]において、デフォルトの入力シート名に対するセルの項目表示の範囲を示します。なお、デフォルトの

入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範

囲に変わります。 

 

        [図７１]  

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図７２]の画面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AA5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力AB5」の表における各項目の入力範囲



[図７２] 

 

 

上の[図７２]の画面の図形で囲ま           れたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ

ルの背景色をなしに設定すると次の[図７３]の画面のようになります。 

 

 [図７３] 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図７４]の画面からその次の 

[図７５]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

[図７４] 

 

 

[図７５] 

 

 

上の[図７５]の画面のフ表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出



しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図７６]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図７６] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図７４]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図７７]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図７８] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 

 



 [図７７] 

 

 

[図７８] 

 

 

 

 

 



9．ファイル 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

すが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図７９]の画面になります。 

 

[図７９] 

 

 

上の[図７９]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入力」

が選択されて次の[図８０]の画面になります。ただし、全体の様子がわかるよう 32％に縮小した画像です。 

 

 

 

 

 



[図８０] 

 

 

上の[図８０]の画面に加工を加えて図形 を表示したのが次の[図８１]の画面です。 

 

[図８１] 

 

 



上の[図８１]の画面では図形 内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル

範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

次の[図８２]において、デフォルトの入力シート名に対するセルの項目表示の範囲を示します。なお、デフォルトの

入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範

囲に変わります。 

 

  [図８２] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図８３]の画面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲



 [図８３] 

 

 

上の[図８３]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ

ルの背景色をなしに設定すると次の[図８４]の画面のようになります。 

 

 [図８４] 

 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図８５]の画面からその次の 

[図８６]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図８５] 

 

 

[図８６] 

 

 



上の[図８６]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出し

を表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置

タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易

くしたのが次の[図８７]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図８７] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図８５]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図８８]の画

面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図８９] の画面の状況に変わっていることが確認できま

す。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表

の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入

試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもでき

ます。 

 

 

 

 



 [図８８] 

 

 

[図８９] 

 

 

 

 

 



10．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

すが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図９０]の画面になります。 

 

[図９０] 

 

 

上の[図９０]の画面のコマンドボタン および をクリックす

ると、それぞれシート「項目表示入力 A」およびシート「項目表示入力 B」が選択されてそれぞれ次の[図９１]およ

び[図９２]の画面になります。ただし、全体の様子がわかるよう 34％に縮小した画像です。 

 

 

 

 

 

 



  [図９１] 

 

 

  [図９２] 

 

 

 

 

 



上の[図９１]および[図９２]の画面に加工を加えて図形 を表示したのがそれぞれ下の[図９３]および 

[図９４]の画面です。 

 

[図９３] 

 

 

[図９４] 

 



上の[図９３]および[図９４]の画面ではそれぞれ 内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされています

が、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

下の[図９５]および[図９６]において、それぞれ[図９３]および[図９４]におけるデフォルトの入力シート名に対す

るセルの項目表示入力の範囲を示します。なお、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更したデフォル

トの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範囲に変わります。 

 

[図９５] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲



 [図９６] 

 

 

さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 A」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 B」上でやる場合もやり方はシート「項目表示入力 A」上で行う場合と全く同じです。 

まず、上の[図９０]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の[図９７]の画面に

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力BA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1 0」の表における各項目の入力範囲



[図９７] 

 

 

上の[図９７]の画面に図形           を加えて加工したのが次の[図９８]の画面です。 

 

[図９８] 

 

 

上の[図９８]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ



ルの背景色をなしに設定すると次の[図９９]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくだ

さい。 

 

 [図９９] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１００]の画面からその次の 

[図１０１]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１００] 

 

 

[図１０１] 

 

 

上の[図１０１]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見



易くしたのが次の[図１０２]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図１０２] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１００]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「二結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

して変化をみると、シート「項目表示入力 A」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図１０３]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１０４] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作

成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表

示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１０３] 

 

 

[図１０４] 

 

 

 

 

 



11．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

すが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次の 

[図１０５]の画面になります。 

 

[図１０５] 

 

 

上の[図１０５]の画面のコマンドボタン ， ， 

， をそれぞれクリックすると、それぞれシート

「項目表示入力 A」、シート「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」が選択され

てそれぞれ下の[図１０６]、[図１０７]、[図１０８]、[図１０９]の画面になります。ただし、全体の様子がわかる

よう 34％に縮小した画像です。 

 

 

 



 [図１０６] 

 

 

[図１０７] 

 

 

 

 

 



[図１０８] 

 

[図１０９] 

 

上の[図１０６]、[図１０７]、[図１０８]、[図１０９]の画面に加工を加えて図形 を表示したのがそれぞ

れ下の上の[図１１０]、[図１１１]、[図１１２]、[図１１３]]の画面です。 



[図１１０] 

 

 

[図１１１] 

 

 

 

 

 



[図１１２] 

 

 

[図１１３] 

 

 

上の[図１１０]、[図１１１]、[図１１２]、[図１１３]の画面ではそれぞれ図形            内の範囲が 

２０列×１０行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なりま

す。下の[図１１４]、[図１１５]、[図１１６]、[図１１７]]の画面において、それぞれ[図１１０]、[図１１１]、 



[図１１２]、[図１１３]]の画面におけるデフォルトの入力シート名に対する表の項目のセルの入力の範囲を示しま

す。なお、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更

した入力シート名の範囲に変わります。 

 

 [図１１４] 

 

 

 [図１１５] 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1 0」の表における各項目の入力範囲



 [図１１６]  

 

 

  [図１１７]  

 

 

さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 A」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」上でそれぞれやる場合もやり方はどの

場合もシート「項目表示入力 A」上で行う場合と全く同じです。 

デフォルトの入力シート名「入力CA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1 0」の表における各項目の入力範囲



まず、上の[図１０５]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の

[図１１８]の画面になりました。 

 

[図１１８] 

 

 

上の[図１１８]の画面に図形           を加えて加工したのが次の[図１１９]の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１１９] 

 

 

上の[図１１９]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、シートの保護を解除し

てセルの背景色をなしに設定すると次の[図１２０]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護し

てください。 

 

 [図１２０] 

 



 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１２１]の画面からその次の 

[図１２２]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図１２１] 

 

 

[図１２２] 

 



上の[図１２２]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図１２３]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図１２３] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１２１]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「四結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

して変化をみると、シート「項目表示入力 A」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図１２４]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１２５] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作

成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表

示することもできます。 

 

 

 

 



[図１２４] 

 

 

[図１２５] 

 

 

 

 

 



1２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いた

しますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次の 

[図１２６]の画面になります。 

 

[図１２６] 

 

 

上の[図１２６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シ

ート「項目表示入力」が選択されて次の[図１２７]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１２７] 

 

 

上の[図１２７]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除して

セルの背景色をなしに設定すると次の[図１２８]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１２８] 

 

 

すると、シート「入力（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１２９]の画面からその次の 

[図１３０]の画面ように変わり、シートのフィールド名が設定されます。 

 

[図１２９] 

 

 



[図１３０] 

 

 

上の[図１３０]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

やすくしたのが次の[図１３１]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１３１] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力（高校入試通知書等作成データー）」では

項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１２９]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写

のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して

変化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図１３２]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１３３] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力（高校入試通知書等作成デ

ーター）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力

（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示するこ

ともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１３２] 

 

 

[図１３３] 

 

 

 

 

 



13．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021V-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いた

しますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に[図１３４]の画面

になります。 

 

[図１３４] 

 

  

上の[図１３４]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示

入力」が選択されて次の[図１３５]の画面になります。 

 

 

 

 

 



[図１３５] 

 

上の[図１３５]の画面の図形 で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除してセ

ルの背景色をなしに設定すると次の[図１３６]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してく

ださい。 

 

 [図１３６] 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１３７]の画面からその次の 

[図１３８]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図１３７] 

 

 

[図１３８] 

 

 



上の[図１３８]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図１３９]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 [図１３９] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１３７]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１４０]の

画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１４１] の画面の状況に変わっていることが確認で

きます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」

の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「データー入力」

の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもできます。 

 

 

 

 

 



[図１４０] 

 

 

[図１４１] 

 

 

 

 

 



14．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に[図１４２]の画面

になります。 

 

[図１４２] 

 

 

上の[図１４２]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入

力」が選択されてつぎの[図１４３]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１４３] 

 

 

上の[図１４３]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除して

セルの背景色をなしに設定すると次の[図１４４]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護して

ください。 

 

 [図１４４] 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１４５]の画面からその次の 

[図１４６]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図１４５] 

 

 

[図１４６] 

 

 



上の[図１４５]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図１４７]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

 [図１４７] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１４５]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１４８]の

画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１４９] の画面の状況に変わっていることが確認で

きます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」

の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高

校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することも

できます。 

 

 

 

 



[図１４８] 

 

 

[図１４９] 

 

 

 

 

 



15．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に[図１５０]の画面

になります。 

 

[図１５０] 

 

 

上の[図１５０]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入

力」が選択されて次の[図１５１]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５１] 

 

 

次の[図１５２]の画面において、 

図形 で囲まれた部分の各セルは、デフォルトのシート名「データー入力 1」の表部分の項目表示２００個

を入力するためのものです。また、 

図形 で囲まれた部分の各セルは、デフォルトのシート名「データー入力 2」の表部分の項目表示２００個

を入力するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５２] 

 

 

さて、実際項目表示を行ってみましょう。まず次の[図１５３]をご覧ください。 

 

[図１５３] 

 

 

 



上の[図１５３]の画面の図形            で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除して

セルの背景色をなしに設定すると次の[図１５４]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護して

ください。 

 

 [図１５４] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１５５]の画面からその次の 

[図１５６]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１５５] 

 

 

[図１５６] 

 

 

上の[図１５６]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見



易くしたのが次の[図１５７]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 [図１５７] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１５５]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１５８]の

画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１５９] の画面の状況に変わっていることが確認で

きます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」

の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高

校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することも

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５８] 

 

 

[図１５９] 

 

 

 

 

 



16．ファイル 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm  

調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ   台リリース版 

サンプル）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３台リリース版サン

プル）.xlsm」を用いて説明いたしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図１６０]の画面になります。 

 

[図１６０] 

 

 

上の[図１６０]の画面のコマンドボタン および をクリックす

ると、それぞれシート「項目表示入力 A」およびシート「項目表示入力 B」が選択されてそれぞれ次の[図１６１]お

よび[図１６２]の画面になります。ただし、全体の様子がわかるよう 34％に縮小し、列幅も変更した画像です。 

 

 

 

 

 



[図１６１] 

 

 

[図１６２] 

 

 

上の[図１６１]および[図１６２]の画面に加工を加えて図形           を表示したのがそれぞれ下の[図１６３]お

よび[図１６４]の画面です。 

 



[図１６３] 

 

 

[図１６４] 

 

 

上の[図１６３]および[図１６４]の画面ではそれぞれ図形           内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされ

ていますが、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

下の[図１６５]および[図１６６]において、それぞれ[図１６３]および[図１６４]におけるデフォルトの入力シート



名に対するセルの項目表示入力の範囲を示します。なお、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更した

デフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範囲に変わります。 

 

[図１６５] 

 

 

[図１６６] 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1 0」の表における各項目の入力範囲



さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 B」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 A」上でやる場合もやり方はシート「項目表示入力 B」上で行う場合と全く同じです。 

まず、上の[図１６０]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の[図１６７]の画面

になりました。 

 

[図１６７] 

 

 

上の[図１６７]の画面に図形            を加えて加工したのが次の[図１６８]の画面です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１６８] 

 

 

上の[図１６８]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除して

セルの背景色をなしに設定すると次の[図１６９]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護して

ください。 

 

 [図１６９] 

 



すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１７０]の画面からその次の 

[図１７１]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 [図１７０] 

 

 

[図１７１] 

 

 



上の[図１７１]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見

易くしたのが次の[図１７２]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図１７２] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１７０]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「二結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

してシート「項目表示入力 B」に関連した部分の変化をみると、シート「項目表示入力 B」の状況と同じように、項

目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１７３]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の

[図１７４] の画面の状況に変わっていることが確認できます。つまり、シート「二結合ファイル作成コピー用」は、

入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート

「二結合ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの

入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表示することもできます。 

 

 

 

 



[図１７３] 

 

 

[図１７４] 

 

 

 

 

 



17．ファイル 

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm  

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリー 

ス版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ３台リリース

版）.xlsm」を用いて説明いたしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図１７５]の画面になります。 

 

[図１７５] 

 

 

上の[図１７５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、シート「項目表示入

力」が選択されて次の[図１７６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 



[図１７６]  

 

 

上の[図１７６]の画面でほとんどの項目表示入力の値がデフォルトの入力値から変更されています。まだデフォルト

の項目表示入力の値になっている部分が図形 で囲まれたセルです。この範囲のそれぞれのセルに値を入力

し、そして、セルの保護を解除してセルの背景色をなしに設定すると次の[図１７７]の画面のようになります。設定

し終わったら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１７７] 

 

 

すると、入力シート「入力 AA1（３学年生徒データー）]の画面が次の[図１７８]の画面からその次の[図１７９]の

画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

[図１７８] 

 

 



[図１７９] 

 

 

上の[図１７９]の画面の表の項目名を横書スタイルで見にくいので縦書スタイルにしてみたいと思います。それには

まずシートの保護を解除し、シートの見出しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の横書きスタイルから縦書

きスタイルに変更したいセル範囲を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配置タブで文字の配列を横

書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見易くしたのが次の 

[図１８０]の画面です。変更が完了したら必ずシートを保護してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１８０] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１７８]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている複写の

マクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択して変

化をみると、シート「項目表示入力」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の[図１８１]の

画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１８２] の画面の状況に変わっていることが確認で

きます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１」の表の項目を表していることにな

ります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１」の表のデーターの入力範囲における

各行の具体的なデーターの値を表示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８１] 

 

 

 [図１８２] 

 

 

 

 

 



18．ファイル 

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ   台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説

明いたしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次に

[図１８３]の画面になります。 

 

[図１８３] 

 

 

上の[図１８３]の画面のコマンドボタン および をクリック

すると、それぞれシート「項目表示入力 A」およびシート「項目表示入力 B」が選択されてそれぞれ次の[図１８４]

および[図１８５]の画面になります。ただし、全体の様子がわかるよう 28％に縮小した画像です。 

 

 

 

 

 

 



 [図１８４] 

 

 

[図１８５] 

 

 

 

 

 



上の[図１８４]および[図１８５]の画面に加工を加えて図形           を表示したのがそれぞれ下の[図１８６]お

よび[図１８７]の画面です。 

 

[図１８６] 

 

 

[図１８７] 

 

 



上の[図１８６]および[図１８７]の画面ではそれぞれ図形           内の範囲が２０列×１０行ごとに色分けされ

ていますが、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 

下の[図１８８]および[図１８９]において、それぞれ[図１８４]および[図１８５]におけるデフォルトの入力シート

名に対するセルの項目表示入力の範囲を示します。なお、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更した

デフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入力シート名の範囲に変わります。 

 

 [図１８８] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲



 [図１８９] 

 

 

さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 A」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 B」上でやる場合もやり方はシート「項目表示入力 A」上で行う場合と全く同じです。 

まず、[図１８３]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の[図１９０]の画面

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲



[図１９０] 

 

 

上の[図１９０]の画面に加工を加えて図形           を表示したのが次の[図１９１]の画面です。 

 

[図１９１] 

 

 

 



上の[図１９１]の画面の図形           で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、セルの保護を解除して

セルの背景色をなしに設定すると次の[図１９２]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護して

ください。 

 

 [図１９２] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図１９３]の画面からその次の 

[図１９４]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９３] 

 

 

[図１９４] 

 

 

上の[図１９４]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見



易くしたのが次の[図１９５]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図１９５] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図１９３]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「二結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

して変化をみると、シート「項目表示入力 A」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図１９６]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図１９７] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作

成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表

示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９６] 

 

 

[図１９７] 

 

 

 

 

 



19．ファイル 

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2016CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて

説明いたしますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次の 

[図１９８]の画面になります。 

 

[図１９８] 

 

 

上の[図１９８]の画面のコマンドボタン ， ， 

， をそれぞれクリックすると、それぞれシー

ト「項目表示入力 A」、シート「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」が選択さ

れてそれぞれ下の[図１９９]、[図２００]、[図２０１]、[図２０２]の画面になります。ただし、全体の様子がわか

るよう 28％に縮小した画像です。 

 

 

 



 [図１９９] 

 

 

[図２００] 

 

 

 

 

 



[図２０１] 

 

 

[図２０２] 

 

 

上の[図１９９]、[図２００]、[図２０１]、[図２０２]の画面に加工を加えて図形 を表示したのがそれぞ

れ下の[図２０３]、[図２０４]、[図２０５]、[図２０６]]の画面です。 



[図２０３] 

 

 

[図２０４] 

 

 

 

 

 



[図２０５] 

 

 

[図２０６] 

 

 

上の[図２０３]、[図２０４]、[図２０５]、[図２０６]の画面ではそれぞれ図形 内の範囲が２０列×１０

行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 



下の[図２０７]、[図２０８]、[図２０９]、[図２１０]の画面において、それぞれ[図１９９]、[図２００]、 

[図２０１]、[図２０２]の画面におけるデフォルトの入力シート名に対する表の項目表示入力の範囲を示します。な

お、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入

力シート名の範囲に変わります。 

 

[図２０７] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲



[図２０８] 

 

 

[図２０９]                     

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力BA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1 0」の表における各項目の入力範囲



[図２１０]                      

 

 

さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 A」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」上でそれぞれやる場合もやり方はどの

場合もシート「項目表示入力 A」上で行う場合と全く同じです。 

まず、上の[図１９８]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の[図２１１]の画面にな

りました。ただし、表示倍率は 75％にしてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力DA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1 0」の表における各項目の入力範囲



[図２１１] 

 

 

上の[図２１１]の画面に図形 を加えて加工したのが次の[図２１２]の画面です。 

 

 [図２１２] 

 



上の[図２１２]の画面の図形      で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、シートの保護を解除し

てセルの背景色をなしに設定すると次の[図２１３]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護し

てください。 

 

 [図２１３] 

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図２１４]の画面からその次の 

[図２１５]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２１４] 

 

 

[図２１５] 

 

 

上の[図２１５]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見



易くしたのが次の[図２１６]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図２１６] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図２１４]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「四結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

して変化をみると、シート「項目表示入力 A」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図２１７]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図２１８] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作

成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表

示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図２１７] 

 

 

[図２１８] 

 

 

 

 

 



20．ファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ   台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたし

ますが、やり方は、上のどのファイルでも全て同じです。 

 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」の画面を表示させ、タブ を選択すると次の 

[図２１９]の画面になります。 

 

[図２１９] 

 

 

上の[図２１９]の画面のコマンドボタン ， ， 

， をそれぞれクリックすると、それぞれシート「項目表示入力A」、

シート「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」が選択されてそれぞれ下の 

[図２２０]、[図２２１]、[図２２２]、[図２２３]の画面になります。ただし、全体の様子がわかるよう２８％に縮

小した画像です。 

 

 



 [図２２０] 

 

 

[図２２１] 

 

 

 

 

 



[図２２２] 

 

 

[図２２３] 

 

 

上の[図２２０]、[図２２１]、[図２２２]、[図２２３]の画面に加工を加えて図形 を表示したのがそれぞ

れ下の[図２２４]、[図２２５]、[図２２６]、[図２２７]の画面です。 



[図２２４] 

 

 

[図２２５] 

 

 

 

 



[図２２６] 

 

 

[図２２７] 

 

 

上の[図２２４]、[図２２５]、[図２２６]、[図２２７]の画面ではそれぞれ図形 内の範囲が２０列×１０

行ごとに色分けされていますが、色分けされたセル範囲ごとに項目表示入力の入力シートが異なります。 



下の[図２２８]、[図２２９]、[図２３０]、[図２３１]の画面において、それぞれ[図２２０]、[図２２１]、 

[図２２２]、[図２２３]の画面におけるデフォルトの入力シート名に対する表の項目名の入力の範囲を示します。な

お、デフォルトの入力シート名を変更した場合には、変更したデフォルトの入力シート名の範囲が新たに変更した入

力シート名の範囲に変わります。 

 

[図２２８] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力A A 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A A 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力A B1」の表における各項目の入力範囲



[図２２９] 

 

 

[図２３０]                    

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力BA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力BB1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力CB1 0」の表における各項目の入力範囲



[図２３１]                     

 

 

さて、実際項目表示入力を行ってみましょう。ここではシート「項目表示入力 A」上でやってみますが、シート

「項目表示入力 B」、シート「項目表示入力 C」、シート「項目表示入力 D」上でそれぞれやる場合もやり方はどの

場合もシート「項目表示入力 A」上で行う場合と全く同じです。 

まず、上の[図２１９]の画面のコマンドボタン  をクリックすると次の[図２３２]の画面

になりました。ただし、画面の表示倍率は 75%に上げてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの入力シート名「入力DA 1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DA 1 0」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB2」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB3」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB4」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB5」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB6」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB7」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB8」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB9」の表における各項目の入力範囲

デフォルトの入力シート名「入力DB1 0」の表における各項目の入力範囲



[図２３２] 

 

 

上の[図２３２]の画面に加工を加えて図形      を表示したのが次の[図２３３]の画面です。 

 

[図２３３] 

 

 

上の[図２３３]の画面      で囲まれたそれぞれのセルに値を入力し、そして、シートの保護を解除してセル



の背景色をなしに設定すると次の[図２３４]の画面のようになります。設定し終わったら必ずシートを保護してくだ

さい。 

 

 [図２３４]  

 

 

すると、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の状況は、次の[図２３５]の画面からその次の 

[図２３６]の画面ように変わり、シートの表の項目名が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２３５] 

 

 

[図２３６] 

 

 

上の[図２３６]の画面の表の項目名は横書スタイルで見づらいです。そこで、シートの保護を解除し、シートの見出

しを表示してセルの高さを調節し、更に第５行の D 列以降を選択して右クリックしてセルの書式設定を選択し、配

置タブで文字の配列を横書きから縦書きに変更してそして文字を折り返して全体を表示するにチェックを入れて見



易くしたのが次の[図２３７]の画面です。見易く設定したら必ずシートを保護してください。 

 

[図２３７] 

 

 

とくにご注意いただきたいことは、入力シート、今の場合はシート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データ

ー）」では項目を直接入力することは絶対にやらないでください。つまり、上の[図２３５]の 

 

の部分の各セルには関数が入っているので、この部分の各セルには入力してはいけません。くれぐれもご注意くだ

さい。 

 

なお、シート「四結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わっている

複写のマクロ機能を用いて、「印刷フォーム」シートにまるごと複写して使用する極めて重要なシートですが、選択

して変化をみると、シート「項目表示入力 A」の状況と同じように、項目表示の各セルの値を変更する前は次の 

[図２３８]の画面の状況だったものがセルの値を変更した後は、その次の[図２３９] の画面の状況に変わっている

ことが確認できます。つまり、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入力 AA１（高校入試通知書等作

成データー）」の表の項目を表していることになります。また、シート「ファイル作成コピー用」は、入力シート「入

力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の表のデーターの入力範囲における各行の具体的なデーターの値を表

示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図２３８] 

 

 

[図２３９] 

 

 

 

 

 



21．項目表示入力に伴う CV-DataBaseMonster の４個１２組のセットファイル 

３組のセットファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1 試用版.xlsm  

９組のセットファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

    （ここでは、冒頭の＜注意＞1.にかかわらず、上の各組の４個のセットファイルにおいては、異なる 

         には同時に 2021，2019，2016 のいずれかが入り、これとは独立に、異なる  には同時に１， 

２，３のいずれかが入ります。）のシート「４結合ファイル作成コピー用」の表示の変化等について： 

 

４個のセットファイル 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

を用いて説明いたしますが、上の他の全ての４個のセットファイルについても同じようにして行えます。 

 

４個のセットファイル 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2016CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

は、シート「四結合ファイル作成コピー用」上で互いにそれぞれ関数でリンクして使用するものです。 

そのリンクのさせ方は、「２０２１版３台セット製品登録書き換えマニュアル」の 

 

５．登録書き換え後の「2021CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ３台リリース配布版）の 

セットファイル」のリンクの編集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P49 

 

の通りです。このリンクをまずしっかりやっておくことが大切です。 

 

シート「四結合ファイル作成コピー用」は、シートの印刷をする部分を設計する際、ファイルに備わったマクロ機能

により、シートをまるごと「印刷フォームシート」に複写して使用する極めて重要なシートです。 

 

それでは、項目表示入力シートに項目表示を入力してシート「四結合ファイル作成コピー用」選択してその変化等を

見ることにしたいと思います。 

 

まず、４個のファイル 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 



2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

のそれぞれのシート「項目表示入力 A」の入力の状況は、次の[図２４０]、[図２４１]、[図２４２]、[図２４３]の

ようになっているとします。 

 

[図２４０]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２４１] 

 

 

[図２４２] 

 

 

 

 

 



[図２４３] 

 

 

また、４個のファイル 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

のそれぞれのデフォルトの入力シート名「入力 AA1」は、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm では 

「入力 AA1（高校入試通知書等作成データー）」に、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm では 

「入力 AA1(調査書等氏名，科目名)」に、 

ファイル 2021V-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm では 

「入力 AA1（学年会計）」に、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm では 

「入力 AA1（一学期中間考査）」に、 

それぞれ変更したことを前提にこれから説明してまいります。 

なお、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm の入力シート「入力 AA1

（高校入試通知書等作成データー）」、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm の入力シート「入力

AA1(調査書等氏名，科目名)」、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm の入力シート「入力 AA1

（学年会計）」、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm の入力シート「入力 AA1



（一学期中間考査）」 

の各シートの状況は、各項目にデーターも入力した状況で、それぞれ下の次の[図２４４]、[図２４５]、[図２４６]、 

[図２４７]のようになっているとします。 

 

[図２４４] 

 

 

[図２４５] 

 



[図２４６] 

 

 

[図２４７] 

 

 

 

 



ここで、４個のファイル 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

の各シート「４結合ファイル作成コピー用」の構造について説明させていただきます。 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

の各シート「４結合ファイル作成コピー用」の構造は、どれも同じで次の[図２４７]のシート「４結合ファイル作成

コピー用」の構造の略図のようになっています。また、シート「４結合ファイル作成コピー用」を各ファイルに備わ

ったマクロ機能を用いて、各ファイルの「印刷フォーム」等へ複写しても複写先のシート上でもその構造は変わらず 

[図２４８]のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２４８] 

 

 

シート「４結合ファイル作成コピー用」の表の範囲は非常に広範囲で１６００行４０列わたります。そのため、 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

シート「４結合ファイル作成コピー用」の構造の略図

vol 1列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０列 21列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.40列

vol1 行1～10行

vol1 行91～100行

vol1 行101～110行

vol1 行191～200行

vol1 行201～210行

vol1 行291～300行

vol1 行301～310行

vol1 行391～400行

vol2 行401～410行

vol2 行491～500行

vol2 行501～510行

vol2 行591～600行

vol2 行601～610行

vol2 行691～700行

vol2 行701～710行

vol2 行791～800行

vol3 行801～810行

vol3 行891～900行

vol3 行901～910行

vol3 行991～1000行

vol3 行1001～1010行

vol3 行1091～1100行

vol3 行1101～1110行

vol3 行1191～1200行

vol4 行1201～1210行

vol4 行1291～1300行

vol4 行1301～1310行

vol4 行1391～1400行

vol4 行1401～1410行

vol4 行1491～1500行

vol4 行1501～1510行

vol4 行1591～1600行

４結合ファイル作成コピー用

入力項目表示とデーター表示の切替 → 1
入力項目表示は1，データ表示は2を入力

1 対象1

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DA10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力AB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力BB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力CB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB1」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値

デフォルトの入力シート名「入力DB10」の表における各項目とデーター入力範囲におけるの各行の具体的なデーターの値



ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

の各データーにかかわる箇所がご理解いただけるよう、ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュ

ータ３台リリース配布版）.xlsm のシート「４結合ファイル作成コピー用」はウィンドウの枠を固定して表示しなが

ら説明してまいります。 

まず、次の[図２４９]の画面は、ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布

版）.xlsm のシート「４結合ファイル作成コピー用」のファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュー

タ３台リリース配布版）.xlsm の入力項目表示に関わる部分です。また、その下の[図２５０]、[図２５１]、 

[図２５２]の各画面はそれぞれ 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

の項目表示に関わる部分です。 

 

[図２４９] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２５０] 

 

 

[図２５１] 

 

 

 

 

 



[図２５２] 

 

 

シート「４結合ファイル作成コピー用」の上側の 

の部分で 

 

と入力を切り替えると、項目表示からデータ表示に切り替わり 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

における、それぞれの入力シート 

「入力 AA1（高校入試通知書等作成データー）」の画面[図２４２] 

「入力 AA1(調査書等氏名，科目名)」の画面[図２４３] 

「入力 AA1（学年会計）」の画面[図２４４] 

「入力 AA1（第１回実力テストデータ）」の画面[図２４] 

の各表のデーターが表示されます。 



この場合 となっていて、各表の１行目のデーターが表示されます。 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

ファイル 2021CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm 

における、それぞれの入力シート 

「入力 AA1（高校入試通知書等作成データー）」の画面[図２４２] 

「入力 AA1(調査書等氏名，科目名)」の画面[図２４３] 

「入力 AA1（学年会計）」の画面[図２４４] 

「入力 AA1（第１回実力テストデータ）」の画面[図２４] 

の各表の１行目のデータが具体的されている表示されている「４結合ファイル作成コピー用」の部分を表示すると、

それぞれ次の[図２５３]、[図２５４]、[図２５５]、[図２５６]のようになります。 

 

[図２５３] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２５４] 

 

 

[図２５５] 

 

 

 

 

 



[図２５６] 

 

 

また、各表の第２行目のデーターを表示するには、 の部分のセル 

に数字「2」を入力して とすれば結構です。 

各表の第２行目のデータが表示が具体的されている表示されている「４結合ファイル作成コピー用」の部分を表示す

ると、それぞれ次の[図２５７]、[図２５８]、[図２５９]、[図２６０]のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２５７] 

 

 

[図２５８] 

 

 

 

 

 



[図２５９] 

 

[図２６０] 

 

 

また、 のセル の部分の値を数字「14」に変更して 

とすると各表の第１４行目のデーターが表示されます。各表の第１４行目のデーターが表示が具体的



されている表示されている「４結合ファイル作成コピー用」の部分を表示すると、それぞれ次の[図２６１]、 

[図２６２]、[図２６３]、[図２６４]のようになります。 

 

[図２６１]  

 

 

[図２６２] 

 

 



[図２６３] 

 

 

[図２６４] 

 

 

シート「４結合ファイル作成コピー用」を各ファイルに備わっている複写のマクロ機能を用いて、各「印刷フォーム」

シート等にまるごと複写しても、以上述べてきた機能は全く変わらず用いることができます。実は、こうした機能を

うまく利用して、「印刷フォーム」シート上で印刷する部分を設計作成し、マクロによる自動印刷をやって行くので



す。 


